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MySQLコミュニティとのエンゲージメント戦略
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デベロッパー向け機能の
コミュニティ版への
積極的な提供

革新的な機能や改善を
MySQLコミュニティ版に
積極的に取り込み、

全ての開発者に価値を提供

エコシステムの
拡大と強化のための
ツール群の拡充

MySQL開発者間の
コミュニケーション・ツールを

整備し、エコシステムの成長と
イノベーションを加速

MySQLコミュニティとの
連携のための
透明性の向上

オープンな情報共有と
対話を推進し、
コミュニティとともに

未来のMySQLを築き上げる



コミュニティ・エンゲージメント戦略の
段階的なアプローチ



MySQLコミュニティとのエンゲージメント戦略

• コミュニティ版MySQLにイノベーションを提供

• エコシステムの拡大と成長

• 透明性とコミュニティ参加の向上

• 段階的アプローチ

• フェーズ1: 次期リリースに向けて既存のツールを活用し、透明性を向上さ

せる。ロードマップを公開してそれに基づき対応し、ベースライン・メトリックと
目標を確立する

• フェーズ2: 透明性、オープン性、コントリビューションを高め、
既存のツールを拡充および活用する

• フェーズ3: 評価と反復

• 詳細ブログ (日本語)：「MySQLコミュニティとのエンゲージメントの新時代」 
https://blogs.oracle.com/mysql-jp/new-era-of-mysql-community-engagement
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今後の定期的なサイクル

• コントリビューター・サミット

• コミュニティからの貢献を取り入れてロードマップを策定し、
コミュニティ版MySQLに組み込める商用版の機能を引き続き特定

• 定期的なサイクルで提供されるアーリー・アクセス・リリースを伴う四半期リリース

• MySQLコミュニティ版の脆弱性情報発信ページ
• 6月版: https://dev.mysql.com/community/security/advisories/2026-06-16/

• 7月から始まるカレンダー・バージョニング、MySQL 26.7リリース

• 詳細ブログ（日本語）: https://blogs.oracle.com/mysql-jp/a-more-predictable-
mysql-release-model-calendar-versions-lts-and-innovation-jp 

• 2026年7月6日週にアーリー・アクセス・リリース
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4つの注力カテゴリ

1. AI & クラウド

2. 開発者 & DBA
向け機能

3. 機能拡張性 &
エコシステム

4. 性能 & 可観測性

MySQL コミュニティ・ロードマップ
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https://blogs.oracle.com/mysql-jp/mysql-community-roadmap-update-and-invitation-mysql-contributor-summit



Worklog
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https://dev.mysql.com/worklog/



MySQL 9.7 アーリー・アクセス・リリース

• ダウンロード数は約 11,000 件

• 今後もリリースを予定

バグ報告と機能要望

• 新しいツールの評価

• 提出内容を標準化するための
テンプレート整備

• バグのトリアージ改善

• 進捗状況の伝え方の改善

→ バグ検証への参加呼びかけ

進捗の測定と指標の策定
• コミュニティ貢献の量と質

• 新規コントリビューターおよび
中心的コントリビューターの増加

• 対応済み課題数、
バックログの進捗、応答時間

• コミュニティ投稿パッチの量と質

• ロードマッププロジェクトにおける
イノベーションとリーダーシップ

• イベントやソーシャル・メディアでの
関与と参加

オープンで説明責任のあるモデルへ

4/21 第3回MySQL Community Discussionのハイライト
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コントリビューションのプロセスの改善

• これまで
MySQLのバグ・データベース中心

↓

• これから
GitHub中心のワークフローへ

※バグ・データベースの重要性は変わらないため、
GitHubとの連携の仕組みを改善する方向

コントリビューションのプロセスの明確化

• MySQL Community Developer Guide
に情報を集約

• 機能追加要望のテンプレートとして
MySQL Community Design Proposalを
使用することに

Planet MySQL改良

• ブログのアグリゲーションのツール

• 現在一部のアグリゲーションに問題が
確認されたため修正中

5/21 第4回MySQL Community Discussionのハイライト
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https://github.com/mysql/mysql-community/wiki
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コミュニティからのコントリビューションの
流れや手続きの改良
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新しいワークフローの提案: GitHubを中心としたワークフロー

機能追加要望と
バグ報告には

GitHubのIssues

技術的な
議論には

Discussions

コードレビューには
プルリクエスト

可能な範囲で
自動チェック

Issuesやプルリクエスト
をバグ・データベースと

相互にリンク
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移行の流れ

GitHubの
利用価値の
高いところから

始める

機能追加要望と
技術的な議論は

GitHubを利用

バグ・データベース
のワークフローの

改善を継続

テンプレートと
チェックリストを

追加

現在のシステムを
GitHubと
リンクする

GitHubを
中心とした

ワークフローに
段階的に移行



MySQLコミュニティの新しい開発モデル
MySQLコミュニティ・ガバナンス・モデル
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MySQL GitHubロードマップ – フェーズ3

オープン環境での開発

• GitHubのIssuesおよびDiscussionsにおける設
計に関する議論

• 開発ライフサイクル全体で使用される
プル・リクエスト

• レビューおよび意思決定プロセスの
可視性の向上

統合コラボレーション

• Issues, Discussions, Projects, 
PRをエンドツーエンドで連携

• アイデア → 実装 → リリースまでの
トレーサビリティ
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拡大されたコントリビュータ参加

• 正式なコミッターへの道筋

• レビューとフィードバックへのコミュニティのさらなる関与

• コミッタにおけるコミュニティの代表性の向上

透明性と品質

• 公開CI/テスト結果

• 表示可能なレビュー結果

• 品質、安定性、セキュリティへの継続的な注力

完了予定: 2026年10月

目標: GitHubを主要なコラボレーション・プラットフォーム
として使用し、オープンな開発へ移行



オラクルのソフトウェア製品のリリース間隔
• Critical Patch Update (CPU): 

四半期ごとに脆弱性情報の発信と修正版のパッチやマイナー・バージョンをリリース

• Critical Security Patch Update (CSPU):
New!! 緊急性の高い脆弱性に対応するため、必要な場合のみCPUより短い間隔でリリース

→ MySQLは従来と同じくCPUが基本となり、必要な場合のみCSPUがリリースされる
例) 2026年5月のCSPUはMySQLは対象外

セキュリティ対応のためのリリース
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MySQL Community Edition Vulnerability Advisory
コミュニティ版のMySQLサーバーなどの脆弱性情報を集約
https://dev.mysql.com/community/vulnerability/advisories/



MySQL 26.7.0
新機能ハイライト
CSA、耐量子暗号、Thread Pool、カレンダーバージョンへの移行

Release overview

MySQL 26.7.0

2026-07-28

公式リリースノートに基づく要約



カレンダーバージョン表記 (YY.M.P) の導入

• バージョン番号から、リリース時期を追跡しやすくすることが狙い

• LTS: リリース開始時の YY.M を固定し、同一ライン内のメンテナンス更新で末尾番号が増加
例）28.4.0 →28.4.1 →28.4.2…

• イノベーションリリース: 原則として四半期ごとに YY.M.0 の新しいリリース
例） 26.7.0 →26.10.0 →27.1.0…

• リリース時期はOracleのCPU/CSPU提供に準拠

Copyright © 2026, Oracle and/or its affiliates21

26.7.0
西暦の下2桁 月

(先頭の0なし)
パッチ番号

(表記例)
26.7.0 →2026年7月のリリース
26.10.0→2026年10月のリリース
28.4.1 →2028年4月開始のLTSに対する更新



従来のバージョン表記
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8 .4.11
メジャーバージョン マイナーバージョン

リリースシリーズ内の
バージョン

リリースシリーズ



Change Stream Applier（CSA）のサポート
マルチスレッド・レプリケーション用の新しい SQLアプライヤ

• 従来のマルチスレッドアプライヤ(MTA)に対して、チャネル単位で選択できる新しいオプション
APPLIER_VERSION=1：従来のMTA（デフォルト）
APPLIER_VERSION=2：CSA

• ソース側のレプリケーションプロトコル、レシーバースレッド、リレーログは維持
→ 既存のレプリケーション構成を大きく変えず、レプリカ側のデータ反映の並列化処理を刷新

• 主な狙い

• 並列トランザクション適用の効率化

• チャネルごとのリソース制御

• 将来のレプリケーション機能拡張に向けたモジュール化
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CSA：MTAからの改善点と導入条件
チャネル単位のリソース制御と並列適用の効率化
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TLS 1.3耐量子暗号(PQC)のサポート開始

• OpenSSL 3.5以降が提供するPQC対応TLSアルゴリズムを利用可能

• 将来の量子コンピュータによる「現在保存された暗号通信の後日解読」リスクへの備え
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Thread Pool Plugin がCommunity Edition で利用可能に
MySQLコミュニティへの還元

• 従来は商用版Enterprise Edition 限定だった機能をコミュニティに開放

• 多数接続・高並列環境での接続オーバーヘッド軽減とスループット維持が追加コストなしで可能に

• 多数の接続をスレッドグループに振り分け、各グループで優先度を管理

• thread_pool_max_unused_threads(待機スレッド数の最大値) のデフォルト値 2→32 に変更 (設定値0は上限なし)

Copyright © 2026, Oracle and/or its affiliates27

9倍改善 10倍改善



Thread Pool Plugin のしくみ
接続ごとに1スレッド → 接続と実行スレッドを分離

28 Copyright © 2026, Oracle and/or its affiliates



その他の追加・変更

監査・API・クローン

• 監査ログ：JSON Audit Logのファイル数を計測

• コンポーネントAPI：field type、client flags、session stateへアクセス

• クローンプラグイン：カレンダーバージョン導入に合わせてクローン作成の許容範囲を更新

mysqldump・アップグレード・InnoDB

• mysqldump：--extended-insert-multilineを追加（デフォルトでは無効）

• アップグレード：general_log / slow_logのALTER TABLEを効率化

• Undo tablespace：truncate進捗をheaderに保存、新規truncate logなし

TLS

• TLS監視：鍵交換・署名アルゴリズムの監視指標を追加
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Group Replication パラメタの非推奨化
将来のリリースで削除予定

1. group_replication_communication_stack

• Group Replicationメンバー間の内部通信に使う通信スタックを選択するグローバル変数

• デフォルト値もXCOM → MYSQLへ変更（メンバー間通信にもMySQL Serverの認証・暗号化方式を適用）

• 切替には、全メンバーでGroup Replicationを停止し、設定を揃えたうえで再起動が必要

2. group_replication_ip_allowlist

• XCOM通信スタックを使うGroup Replicationで、メンバー間の内部通信を許可する接続元を制限するIP許可リスト

• MYSQL通信スタック使用時は無視される
（接続制御はIP許可リストではなく、MySQLのユーザー認証と接続セキュリティで実行される)

• group_replication_communication_stack の非推奨化に伴い、将来のリリースで削除予定

Copyright © 2026, Oracle and/or its affiliates30



8月6日(木) 19:00〜

YY.M形式で始まる新しい
MySQLリリースモデルと、
MySQL 26.7イノベーション・リリースで
追加された注目機能をわかりやすく解説

コントリビューションを行う過程を
実際の例を元に解説予定

「帰ってきた！MySQL Technology Cafe」
MySQL 26.7イノベーション・リリースから始まった新しいリリースモデル
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